
部署 室課
指標
番号

指標・現状 年度 実績 目標
進捗評
価

令和7年度　進捗評価理由

令和元年度
（2019年度）

年85回 -

令和２年度
（2020年度） 年８回 B

令和３年度
（2021年度） 年27回 B

令和４年度
（2022年度）

年60回 B

令和５年度
（2023年度）

年51回 B

令和６年度
（2024年度） 年70回 B

令和７年度
（2025年度） 年62回 C

令和元年度
（2019年度） 56.1% -

令和２年度
（2020年度） 73.0% A

令和３年度
（2021年度） 88.5% A

令和４年度
（2022年度） 100.0% A

令和５年度
（2023年度） 100.0% A

令和６年度
（2024年度） 100.0% A

令和７年度
（2025年度） 100.0% A

令和元年度
（2019年度） ２施設 -

令和２年度
（2020年度） ２施設 B

令和３年度
（2021年度） ２施設 B

令和４年度
（2022年度） ７施設 A

令和５年度
（2023年度） ７施設 A

令和６年度
（2024年度） 9施設 A

令和７年度
（2025年度）

9施設 A

令和元年度
（2019年度） 月１回 -

令和２年度
（2020年度） 月１回 A

令和３年度
（2021年度）

月１回 A

令和４年度
（2022年度） 月１回 A

令和５年度
（2023年度） 月1回 A

令和６年度
（2024年度） 月１回 A

令和７年度
（2025年度）

月１回 A

令和元年度
（2019年度） 月１回 -

令和２年度
（2020年度） 月１回 A

令和３年度
（2021年度）

月１回 A

令和４年度
（2022年度） 月１回 A

令和５年度
（2023年度） 月１回 A

令和６年度
（2024年度） 月１回 A

令和７年度
（2025年度）

月１回 A

維持

維持

吹田市強靭化地域計画
指標の進捗状況（令和７年度）

総務部

危機
管理室

ア－１
防災等に関する講座の開催回
数：年85回
【令和元年度（2019年度）】

年110回
令和７年度
（2025年
度）

当初設定していた目標値には至らなかったものの、出前講座の実施を通じて一定
の市民意識向上が見られた。また、実施回数については減少しているが、大学連
携の取組により大学での防災・防犯講義を行うことや、本庁舎に整備した危機管
理センターにおいて小学生向けの見学ツアーを実施するなど、防災教育に関する
取組を積極的に実施しており、防災啓発としての参加者数は従来の水準と同等程
度で推移している。今後は、より多くの市民に啓発を行うことができるよう実施
の手法や周知方法を整理し、より実態に即した指標設定を行いながら市民意識の
向上に資する取組を行っていく。

d

危機
管理室

アー２
備蓄目標に対する整備率
（主食、高齢者食）：56.1％
【令和元年度（2019年度）】

100%
令和4年度
（2022年
度）

ウー１

ウー２

公私立の保育所、幼稚園等にお
ける避難訓練実施回数：月１回

児童発達支援施設における避難
訓練実施回数：月１回

都市
魅力部

地域経済
振興室

文化
スポーツ
推進室

イ

公衆無線LAN設置済み所管施設
（避難所及び遺体安置所となる
施設に限る）数：２施設
【令和元年度（2019年度）】

９施設
令和８年度
（2026年
度）

児童部

保育
幼稚園室

こども
発達支援
センター

【進捗評価理由】

「進捗評価」が下記のいずれかに当てはまる場合のみ記載をお願いします。

（１）進捗評価が「Ｂ」、「Ｃ」、「－」である場合

（２）指標の数値が計画年次の前半は数値が増えず、

後半に大きく伸びていくような場合

（３）指標の数値が後退又は変化が無いにも関わらず、「Ｓ」、「Ａ」又は

「Ｂ」である場合（すでに目標を達成している場合は、記載不要）

（４）感染症の影響により、目標を下回ったが、代わりとなる別の取組を行い、

最終の目標年度には達成できる見込みであるため「Ｂ」とする場合

【進捗評価基準】

Ｓ：目標を大きく達成している、又は目標の達成に向けて計画以上に進んでいる。

Ａ：目標を達成している、又は目標の達成に向けて計画どおり進んでいる。

Ｂ：目標を達成していない、又は目標の達成に向けた進捗が少し遅れて

いるが、計画最終年度には目標を達成する見込みである。

Ｃ：目標を大きく下回っている、又は目標の達成に向けた進捗が遅れて

おり、取組の強化が必要である

実績が算出できない場合

－：調査が行われていないもの



部署 室課
指標
番号

指標・現状 年度 実績 目標
進捗評
価

令和7年度　進捗評価理由

吹田市強靭化地域計画
指標の進捗状況（令和７年度）

d

【進捗評価理由】

「進捗評価」が下記のいずれかに当てはまる場合のみ記載をお願いします。

（１）進捗評価が「Ｂ」、「Ｃ」、「－」である場合

（２）指標の数値が計画年次の前半は数値が増えず、

後半に大きく伸びていくような場合

（３）指標の数値が後退又は変化が無いにも関わらず、「Ｓ」、「Ａ」又は

「Ｂ」である場合（すでに目標を達成している場合は、記載不要）

（４）感染症の影響により、目標を下回ったが、代わりとなる別の取組を行い、

最終の目標年度には達成できる見込みであるため「Ｂ」とする場合

【進捗評価基準】

Ｓ：目標を大きく達成している、又は目標の達成に向けて計画以上に進んでいる。

Ａ：目標を達成している、又は目標の達成に向けて計画どおり進んでいる。

Ｂ：目標を達成していない、又は目標の達成に向けた進捗が少し遅れて

いるが、計画最終年度には目標を達成する見込みである。

Ｃ：目標を大きく下回っている、又は目標の達成に向けた進捗が遅れて

おり、取組の強化が必要である

実績が算出できない場合

－：調査が行われていないもの

平成27年度
（2015年度）

81.4% -

令和２年度
（2020年度） 90.7% B

令和３年度
（2021年度） - -

令和４年度
（2022年度）

- -

令和５年度
（2023年度）

- -

令和６年度
（2024年度） - -

令和７年度
（2025年度） ‐ -

令和２年度
（2020年度） 93.1% A

令和３年度
（2021年度） 93.3% A

令和４年度
（2022年度） 93.3% A

令和５年度
（2023年度） 93.3% A

令和６年度
（2024年度） 93.3% A

令和７年度
（2025年度） 93.3% A

令和元年度
（2019年度） 57.0% -

令和２年度
（2020年度） 76.6% B

令和３年度
（2021年度） 81.8% B

令和４年度
（2022年度） 95.0% A

令和５年度
（2023年度） 95.6% A

令和６年度
（2024年度） 96.4% A

令和７年度
（2025年度） 98.1% B

土木部

総務
交通室

オー２

交通バリアフリー道路特定事業
整備率

：57.0％【令和元年度（2019年
度）】

100%
令和5年度
（2023年
度）

概ね目標は達成したが、残りの整備対象経路については、北千里駅前再開発事業
や万博記念公園エリアにおけるアリーナ開発に合わせて経路整備が実施される。
これら以外の経路については完了している。

地域
整備
推進室

オー１

都市計画道路の整備率：93.1％
（計画延長43路線87.1km、内
81.1km完成）【令和２年度
（2020年度）】

97.2%
令和12年度
（2030年
度）

令和7年度は整備率の増加はなかったが、複数路線で事業着手しており、令和12年
度には目標達成する見込みである。

都市
計画部

開発
審査室

エ
住宅の耐震化率：81.4％
【平成27年度（2015年度）】

95%
令和7年度
(2025年
度）

住宅の耐震化率は、５年に１度実施する住宅・土地統計調査を基に算定し、進捗
状況の把握を行っている。
令和７年度時点の住宅の耐震化率は、令和８年度中に算定予定である。



部署 室課
指標
番号

指標・現状 年度 実績 目標
進捗評
価

令和7年度　進捗評価理由

吹田市強靭化地域計画
指標の進捗状況（令和７年度）

d

【進捗評価理由】

「進捗評価」が下記のいずれかに当てはまる場合のみ記載をお願いします。

（１）進捗評価が「Ｂ」、「Ｃ」、「－」である場合

（２）指標の数値が計画年次の前半は数値が増えず、

後半に大きく伸びていくような場合

（３）指標の数値が後退又は変化が無いにも関わらず、「Ｓ」、「Ａ」又は

「Ｂ」である場合（すでに目標を達成している場合は、記載不要）

（４）感染症の影響により、目標を下回ったが、代わりとなる別の取組を行い、

最終の目標年度には達成できる見込みであるため「Ｂ」とする場合

【進捗評価基準】

Ｓ：目標を大きく達成している、又は目標の達成に向けて計画以上に進んでいる。

Ａ：目標を達成している、又は目標の達成に向けて計画どおり進んでいる。

Ｂ：目標を達成していない、又は目標の達成に向けた進捗が少し遅れて

いるが、計画最終年度には目標を達成する見込みである。

Ｃ：目標を大きく下回っている、又は目標の達成に向けた進捗が遅れて

おり、取組の強化が必要である

実績が算出できない場合

－：調査が行われていないもの

令和元年度
（2019年度） 34.3% -

令和２年度
（2020年度） 34.3% A

令和３年度
（2021年度） 34.3% A

令和４年度
（2022年度） 43.3% A

令和５年度
（2023年度） 58.2% A

令和６年度
（2024年度） 68.7% A

令和７年度
（2025年度） 77.6% A

令和元年度
（2019年度） 32.6% -

令和２年度
（2020年度） 32.6% A

令和３年度
（2021年度） 30.2% A

令和４年度
（2022年度） 30.2% A

令和５年度
（2023年度） 23.3% A

令和６年度
（2024年度） 23.3% A

令和７年度
（2025年度） 20.9% A

令和元年度
（2019年度） 37.1% -

令和２年度
（2020年度） 37.1% A

令和３年度
（2021年度） 37.1% A

令和４年度
（2022年度） 52.5% A

令和５年度
（2023年度） 71.3% S

令和６年度
（2024年度） 71.3% S

令和７年度
（2025年度） 71.3% S

令和元年度
（2019年度） 54.0% -

令和２年度
（2020年度） 54.0% A

令和３年度
（2021年度） 54.1% A

令和４年度
（2022年度） 54.1% A

令和５年度
（2023年度） 54.1% A

令和６年度
（2024年度） 54.1% B

令和７年度
（2025年度） 54.2% B

令和元年度
（2019年度） 0.0% -

令和２年度
（2020年度） 0.0% A

令和３年度
（2021年度） 100.0% A

令和４年度
（2022年度） 100.0% A

令和５年度
（2023年度） 100.0% A

令和６年度
（2024年度） 100.0% A

令和７年度
（2025年度） 100.0% A

下水道部

水再生室 カー５

処理場・ポンプ場の耐水化計画
策定率

：0％【令和元年度（2019年
度）】

100%
令和6年度
（2024年
度）

浸水被害が大きい地域にて「雨水排水施設の整備率」には反映されない段階的な
整備（雨水レベルアップ管の整備）を優先的に行っており、進捗に遅れが生じて
いる。

処理場・ポンプ場設備の老朽化
率
：32.6％【令和元年度（2019年
度）】

20.9%
令和7年度
（2025年
度）

水再生室 カー１

処理場・ポンプ場の耐震診断実
施率
：34.3％【令和元年度（2019年
度）】

64.2%
令和7年度
（2025年
度）

水再生室 カー２

管路
保全室

カー４

雨水排水施設の整備率:54.0%
（計画面積3582.034ha、内
1935.210ha完成）【令和元年度
（2019年度）】

55.0%
令和10年度
（2028年
度）

管路
保全室

カー３

下水道総合地震対策計画の対象
である広域緊急交通路に布設さ
れた管路施設の耐震診断実施率
：37.1％【令和元年度（2019年

度）】

51.7%
令和5年度
（2023年
度）



部署 室課
指標
番号

指標・現状 年度 実績 目標
進捗評
価

令和7年度　進捗評価理由

吹田市強靭化地域計画
指標の進捗状況（令和７年度）

d

【進捗評価理由】

「進捗評価」が下記のいずれかに当てはまる場合のみ記載をお願いします。

（１）進捗評価が「Ｂ」、「Ｃ」、「－」である場合

（２）指標の数値が計画年次の前半は数値が増えず、

後半に大きく伸びていくような場合

（３）指標の数値が後退又は変化が無いにも関わらず、「Ｓ」、「Ａ」又は

「Ｂ」である場合（すでに目標を達成している場合は、記載不要）

（４）感染症の影響により、目標を下回ったが、代わりとなる別の取組を行い、

最終の目標年度には達成できる見込みであるため「Ｂ」とする場合

【進捗評価基準】

Ｓ：目標を大きく達成している、又は目標の達成に向けて計画以上に進んでいる。

Ａ：目標を達成している、又は目標の達成に向けて計画どおり進んでいる。

Ｂ：目標を達成していない、又は目標の達成に向けた進捗が少し遅れて

いるが、計画最終年度には目標を達成する見込みである。

Ｃ：目標を大きく下回っている、又は目標の達成に向けた進捗が遅れて

おり、取組の強化が必要である

実績が算出できない場合

－：調査が行われていないもの

令和元年度
（2019年度） 100.0% -

令和２年度
（2020年度） 100.0% A

令和３年度
（2021年度） 100.0% A

令和４年度
（2022年度） 100.0% A

令和５年度
（2023年度） 99.0% B

令和６年度
（2024年度） 99.9% B

令和７年度
（2025年度） 100.0% A

令和元年度
（2019年度） 50.0% -

令和２年度
（2020年度） 59.0% B

令和３年度
（2021年度） 56.7% B

令和４年度
（2022年度） 82.0% A

令和５年度
（2023年度） 57.1% B

令和６年度
（2024年度） 73.3% B

令和７年度
（2025年度） 94.7% A

令和元年度
（2019年度） 96.8% -

令和２年度
（2020年度） 96.8% A

令和３年度
（2021年度） 96.8% A

令和４年度
（2022年度） 97.6% A

令和５年度
（2023年度） 97.6% A

令和６年度
（2024年度） 97.6% A

令和７年度
（2025年度） 97.6% A

令和元年度
（2019年度）

年間延べ
1043名

-

令和２年度
（2020年度）

年間延べ
0名

0

令和３年度
（2021年度）

年間延べ
0名

0

令和４年度
（2022年度）

年間延べ
263名

B

令和５年度
（2023年度）

年間延べ
502名

B

令和６年度
（2024年度）

年間延べ
1595名

S

令和７年度
（2025年度）

年間延べ
1796名

S

警防
戦略室

キー３
市内280ｍメッシュの耐震性貯水
槽設置率：96.8％【令和元年度

（2019年度）】

100%
令和５年度
（2023年
度）

公共用地が存在しない等により整備困難な区画（メッシュ）があるため、全ての区画への整備
は困難であるが、整備可能な区画（メッシュ）については全て整備完了したため、実質的に目
標通りの100％を達成したことから、新設整備事業については令和７年度をもって完了とす
る。
令和８年度からは、既設する公設防火水槽のうち未耐震の防火水槽に対して耐震化・長寿命化
等を図るべく計画を作成し、進めていく。

安全
監理室

キー４

防火・防災講演会、危険物安全
講演会等への参加者数：年間延
べ1043名【令和元年度（2019年

度）】

安全
監理室

キー１
防火対象物に対する消防設備の
査察の実施率：100％【令和元年
度（2019年度）】

維持
令和10年度
（2028年
度）

安全
監理室

キー２
消防危険物に関する法令違反に
対する改善状況：50.0％【令和
元年度（2019年度）】

100%
令和10年度
（2028年
度）

1件のみ改善に至らなかったが、今年度是正予定。

年間延
べ

1000名
以上の
維持

消防本部
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番号

指標・現状 年度 実績 目標
進捗評
価

令和7年度　進捗評価理由

吹田市強靭化地域計画
指標の進捗状況（令和７年度）

d

【進捗評価理由】

「進捗評価」が下記のいずれかに当てはまる場合のみ記載をお願いします。

（１）進捗評価が「Ｂ」、「Ｃ」、「－」である場合

（２）指標の数値が計画年次の前半は数値が増えず、

後半に大きく伸びていくような場合

（３）指標の数値が後退又は変化が無いにも関わらず、「Ｓ」、「Ａ」又は

「Ｂ」である場合（すでに目標を達成している場合は、記載不要）

（４）感染症の影響により、目標を下回ったが、代わりとなる別の取組を行い、

最終の目標年度には達成できる見込みであるため「Ｂ」とする場合

【進捗評価基準】

Ｓ：目標を大きく達成している、又は目標の達成に向けて計画以上に進んでいる。

Ａ：目標を達成している、又は目標の達成に向けて計画どおり進んでいる。

Ｂ：目標を達成していない、又は目標の達成に向けた進捗が少し遅れて

いるが、計画最終年度には目標を達成する見込みである。

Ｃ：目標を大きく下回っている、又は目標の達成に向けた進捗が遅れて

おり、取組の強化が必要である

実績が算出できない場合

－：調査が行われていないもの

平成30年度
（2018年度） 48.5% -

令和２年度
（2020年度） 52.8% B

令和３年度
（2021年度） 53.3% B

令和４年度
（2022年度） 55.0% B

令和５年度
（2023年度） 56.7% A

令和６年度
（2024年度） 58.5% A

令和７年度
（2025年度） 60.2% A

平成30年度
(2018年度） 11.1% -

令和２年度
（2020年度） 10.2% B

令和３年度
（2021年度） 11.2% B

令和４年度
（2022年度） 12.6% B

令和５年度
（2023年度） 7.0% B

令和６年度
（2024年度） 5.6% B

令和７年度
（2025年度） 8.8% B

平成30年度
(2018年度） 21箇所 -

令和２年度
（2020年度） 45箇所 A

令和３年度
（2021年度） 45箇所 A

令和４年度
（2022年度） 45箇所 A

令和５年度
（2023年度） 45箇所 A

令和６年度
（2024年度） 45箇所 A

令和７年度
（2025年度） 45箇所 A

企画室 クー１
基幹管路の耐震適合率：48.5%
【平成30年度（2018年度）】

65.0%
令和11年度
（2029年
度）

地下水源率:11.1%
【平成30年度（2018年度）】

15.0%
令和11年度
（2029年
度）

施設の老朽化に伴い令和5年(2023年)9月に泉浄水所地下水処理施設を廃止したこ
とと、片山浄水所場内整備工事に伴い工事エリア内の井戸を停止したことから、
一時的に地下水量が減少していたが、場内井戸の一部や新設した場外井戸の稼働
により前年度より上昇した。

企画室 クー３
応急給水施設数（災害時給水拠
点・災害時給水所）:21箇所
【平成30年度（2018年度）】

45箇所
令和11年度
（2029年
度）

水道部 企画室 クー２



部署 室課
指標
番号

指標・現状 年度 実績 目標
進捗評
価

令和7年度　進捗評価理由

吹田市強靭化地域計画
指標の進捗状況（令和７年度）

d

【進捗評価理由】

「進捗評価」が下記のいずれかに当てはまる場合のみ記載をお願いします。

（１）進捗評価が「Ｂ」、「Ｃ」、「－」である場合

（２）指標の数値が計画年次の前半は数値が増えず、

後半に大きく伸びていくような場合

（３）指標の数値が後退又は変化が無いにも関わらず、「Ｓ」、「Ａ」又は

「Ｂ」である場合（すでに目標を達成している場合は、記載不要）

（４）感染症の影響により、目標を下回ったが、代わりとなる別の取組を行い、

最終の目標年度には達成できる見込みであるため「Ｂ」とする場合

【進捗評価基準】

Ｓ：目標を大きく達成している、又は目標の達成に向けて計画以上に進んでいる。

Ａ：目標を達成している、又は目標の達成に向けて計画どおり進んでいる。

Ｂ：目標を達成していない、又は目標の達成に向けた進捗が少し遅れて

いるが、計画最終年度には目標を達成する見込みである。

Ｃ：目標を大きく下回っている、又は目標の達成に向けた進捗が遅れて

おり、取組の強化が必要である

実績が算出できない場合

－：調査が行われていないもの

令和元年度
（2019年度） 45.7% -

令和２年度
（2020年度） 51.1% A

令和３年度
（2021年度） 51.1% A

令和４年度
（2022年度） 61.7% A

令和５年度
（2023年度） 72.3% A

令和６年度
（2024年度） 87.2% A

令和７年度
（2025年度） 100.0% A

令和元年度
（2019年度） 48.8% -

令和２年度
（2020年度） 61.0% A

令和３年度
（2021年度） 73.2% A

令和４年度
（2022年度） 82.9% A

令和５年度
（2023年度） 92.7% A

令和６年度
（2024年度） 100.0% A

令和７年度
（2025年度） 100.0% A

令和元年度
（2019年度） ６館 -

令和２年度
（2020年度） 29館 S

令和３年度
（2021年度） 29館 S

学校
教育部

学校
管理課

ケー２
小・中学校の屋内運動場大規模
改造工事の計画達成率：48.8％
【令和元年度（2019年度）】

100%
令和６年度
（2024年
度）

地域
教育部

まなびの
支援課

コ
公衆無線LAN設置済み公民館数：
６館
【令和元年度（2019年度）】

29館
令和３年度
（2021年
度）

学校
管理課

ケー１
小・中学校の校舎大規模改造工
事の計画達成率：45.7％
【令和元年度（2019年度）】

100%
令和７年度
（2025年
度）


